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平成２４年（ワ）第３６７１号 大飯原子力発電所運転差止等請求事件 

原 告  竹本 修三  外１１０６名 

被 告  国      外１名 

 

証 拠 説 明 書 

（第１０準備書面関係・甲116～140号証） 

 

２０１５年（平成２７年）５月２７日 

京都地方裁判所 第６民事部合議はＡ係 御中 

原告ら訴訟代理人 

                  弁 護 士    出  口  治  男 

 

                  同        渡  辺  輝  人 

外 

 

甲号

証 

標  目 

（原本写しの別） 

作 成 

年月日 
作成者 立証趣旨 

116 
フクシマから学ぶ

原発・放射能 

写

し 

2012年2月1

5日 

かもがわ出版 

安斎育郎他監

修 

原子力発電の基本的な仕組み、

使用済核燃料の危険性など 

117 

大飯発電所１号機

の燃料集合体漏え

いにかかる原因と

対策について 

写

し 
2010年４月 関西電力 

2010年2月における大飯原発発

電所１号機の燃料集合体の漏

えい状況 

118 

大飯発電所４号機

の定期検査状況に

ついて（燃料集合

体漏えい検査結

果） 

写

し 
2008年8月 関西電力 

2008年8月における大飯原発発

電所4号機の燃料集合体の漏え

い状況 

119 

大飯発電所２号機

の燃料集合体漏え

いに係る調査状況

（続報）について 

写

し 
2009年12月 関西電力 

2009年8月における大飯原発発

電所2号機の燃料集合体の漏え

い状況 

120 
漏えい燃料集合体

装荷位置 

写

し 
2004年5月 関西電力 

2004年2月における大飯原発発

電所3号機の燃料集合体の漏え

い状況 
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甲号

証 

標  目 

（原本写しの別） 

作 成 

年月日 
作成者 立証趣旨 

121 

大飯発電所１号機

の原子炉手動停止

に伴う点検結果に

ついて 

 

写

し 
2007年9月 関西電力 

2007年9月における大飯原発1

号機の１次冷却材ポンプのＡ

－封水注入フィルタ付近の漏

水状況。 

 

122 

大飯発電所１号機

のＢ-余熱除去ポ

ンプシール水空気

抜き弁からの漏え

いについて 

写

し 
2005年10月 関西電力 

2005年9月における大飯原発1

号機の１次冷却水の漏水状況

材。 

 

123 

大飯発電所１号機

の点検結果につい

て 

写

し 
2005年1月 関西電力 

2005年1月における大飯原発1

号機の加圧器安全弁シートの

漏水状況 

124 

大飯発電所３号機

の原子炉手動停止

に伴う点検状況に

ついて 

写

し 
2005年3月 関西電力 

2005年3月における大飯発電

所３号機原子炉格納容器内の

格納容器冷却材ドレンタンク

室内の漏水状況 

125 

大飯発電所２号機

の調整運転停止に

ついて 

写

し 
2008年1月 関西電力 

2007年12月における大飯原発

発電所2号機の空気抜き管の

直管部での蒸気漏れ状況 

126 

大飯発電所３号機

原子炉容器Aループ

出口管台溶接部の

傷の原因と対策に

ついて 

写

し 
2008年9月 関西電力 

2008年9月における大飯発電所

３号機原子炉容器Aループ出口

管台溶接部の傷の状況につい

て 

127 原子力年間2014 
写

し 
2014年8月 

原子力資料情

報室 

2013年度末までの大飯原発に

おける主な事故の状況 

128 

原子力発電所蒸気

発生器伝熱細管破

断（１９９１年２

月９日 福井県 

美浜町） 

写

し 
 

橘内良雄（（社）

日本クレーン協

会）  
小林英男（東京

工業大学大学院 

理工学研究科） 
 

１９９１年２月９日、福井県

の関西電力美浜原子力発電所

２号機で運転中の加圧水型原

子炉の蒸気発生器の伝熱細管

が破断して一次冷却水約５５

トンが二次側に冷却水側に漏

洩し、非常用炉心冷却装置（Ｅ

ＣＣＳ）が作動して原子炉が

緊急停止したこと。事故の直

接の原因は、蒸気発生器の伝

熱細管の振動を抑制する振れ

止め金具が設計で指示された
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甲号

証 

標  目 

（原本写しの別） 

作 成 

年月日 
作成者 立証趣旨 

位置に挿入されておらず、伝

熱細管に異常な振動が発生し

て伝熱細管がフレッティング

疲労（金属同士が接触した状

態で微動が繰り返されると、

接触部分に微小なすべりが生

じ損傷する現象）破壊を起こ

したためであること。同事故

は日本で初めてＥＣＣＳが作

動した事例であり、国際原子

力事象評価尺度（ＩＮＥＳ：T
he International Nuclear and 
Radiological Event Scale）でレ

ベル３にランクされたこと。

この事故は、地震も津波も発

生していない平常運転時に、

原子炉の基本的機能である

「閉じ込める」機能が働かな

くなるという重大事故が発生

したことを意味する。 

129 
しんぶん赤旗記事  
 

写

し 

2004年8月1

日 

日本共産党中

央委員会 

美浜原発３号機で、蒸気発生

器からタービンに送られた二

次冷却水を再び蒸気発生器に

戻す直径約５６ｃｍの大口配

管が破裂し、破裂箇所から約

１１ｍ離れた位置にいた作業

員ら４人が死亡・７人が負傷

という大事故が発生したこ

と。関西電力は、事故発生個

所の大口配管について１９７

６年の運転開始以来から２０

０４年８月の事故発生まで約

２８年間、一度も精密検査を

行っていないこと。事故後の

国・関西電力による調査では、

配管の肉厚は本来１０ｍｍな

のに、最も薄いところで１．

４ｍｍにまで減肉していたこ

と。同事故の９か月前に協力

会社（下請会社）から問題点

の指摘があったにもかかわら
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甲号

証 

標  目 

（原本写しの別） 

作 成 

年月日 
作成者 立証趣旨 

ず関西電力は放置していたこ

と。また、同事故の約１７年

前に、米国バージニア州サリ

ー原発２号機（加圧水型）で

も、二次冷却水を蒸気発生器

に戻す大口径配管が破断し４

人が死亡する大事故が発生し

たのに、国（通産省）は「日

本では起こりえない」という

報告書を出していたこと。 

130 
Finanze Green Wat

ch記事 

写

し 

2014年8月4

日 

Finance Green

 Watch 

２０１２年１月のサン・オノ

フレ原発３号機の三菱重工業

製蒸気発生器の配管が損耗

し、水漏れ、放射能汚染水漏

れが発生し、２号機の配管に

も破損が見られたため、両機

とも運転停止となり、同原発

を経営するサザン・カリフォ

ルニア・エジソン社は再稼働

を断念し廃炉となったこと。 

131 読売新聞記事 
写

し 

2013年6月8

日 
読売新聞社 

米国カリフォルニア州のサザ

ン・カリフォルニア・エジソン

社が経営するサン・オノフレ原

子力発電所２、３号機において、

交換したばかりの三菱重工業製

の重要設備「蒸気発生器」でト

ラブル発生し、再稼働を断念し

たこと。蒸気発生器は、原子炉

で発生した熱で発電用タービン

を回す蒸気を作る重要設備であ

ること、多数の細い金属管の内

部を高圧の水が高速で流れるた

めトラブルが発生しやすい旨報

道していること。 
 

132 

WSJ（THE WALL 
STREET 
JOURNAL）電子版 

記事 
 

写

し 

2013年6月2

1日 
肥田美佐子 

２０１３年６月７日、サザ

ン・カリフォルニア・エジソ

ン社が、水漏れ事故を起こし

たサン・オノフレ原子力発電

所２、３号機について廃炉に

する旨発表したこと。同原子

炉の再稼働を認めるか否かの

審査において米国原子力規制
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甲号

証 

標  目 

（原本写しの別） 

作 成 

年月日 
作成者 立証趣旨 

委員会（ＮＲＣ：）は、関係

者とのミーティングや公聴会

を開催したこと。２０１2年６

月には、三菱重工業のコンピ

ューター分析のミスが配管の

過度の損耗引き起こす設計上

の不具合につながったという

ＮＲＣの調査結果が出ている

こと。米国ＮＲＣ前委員長の

ヤッコ氏が「住民の避難が二

度と必要にならないよう、

『確率的な』方法ではなく、

『絶対的な』方法で事故を防

がなければならない」と述べ

ていること。 

133 

MHI’s Steam 
Generator 
Operating 
Experience with 
Tube Vibration and 
Wear      

写

し 

2013年2月7

日 

三菱重工株式

会社 

サンオノフレ原発の蒸気発生器

の製造者である三菱重工業が、

伝熱管破断が同社の設計ミスに

よることを認めていること。 

134 新聞記事 
写

し 

2011年7月2

3日 
朝日新聞社 

福島第一原発事故においても，

揺れによって重大な損傷を生

じたのが運転開始から４０年

を超えた福島１号機であった

こと等 

135 

原発の老朽化問題

と事故統計 

（日本科学者会議

発行｢日本の科学

者｣vol.41 no.1

0） 

写

し 
2006年10月 舘野 淳 

米国では原発の運転認可が４

０年有効として与えられてい

ること、ドイツでは，運転開

始から３２年を最長稼働期間

として，以後は廃炉とするこ

とがきめられていること、美

浜１，２号機，敦賀１号機，

福島１号機といった初期の原

発は，蒸気発生器破損，燃料

破損，再循環ポンプ破損など

を繰り返し，始終運転停止に

追い込まれてきたために，設

備稼働率が異常に低くなって

いること等 
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甲号

証 

標  目 

（原本写しの別） 

作 成 

年月日 
作成者 立証趣旨 

136 

高経年化対策とい

う虚構（原子力資料

情報室発行「老朽化

する原発－技術を

問う」67頁以下 

写

し 

2005年3月3

1日 
田中三彦 

初期の原発では，原子炉圧力

容器や配管等の最重要機器の

設計や製造に適用される独自

の法規が存在せず，初期の原

発は，化学プラントや発電用

ボイラーの機器に適用されて

いた法規を借用して設計・製

造されていたこと、最初の原

子炉が作られた頃は，米国が

４０年としていたことから，

「３０年から４０年」という

のが暗黙の前提であったこと

等 

137 

原発の材料劣化（原

子力資料情報室発

行「老朽化する原発

－技術を問う」41

頁以下 

写

し 
同上 井野博満 

我が国の老朽化原発の脆性遷

移温度が高いこと、脆化が著し

く進行しており加圧熱衝撃に

より圧力容器自体が破壊され

る危険があること、高経年化対

策は原子炉圧力容器の脆性破

壊にとっては有効な対策とは

なり得ないこと等 

 

138 

老朽化進む原発（原

子力資料情報室発

行「老朽化する原発

－技術を問う」5頁

以下 

写

し 
同上 上野千尋 

原発の高経年化対策の問題点

と限界等 

139 

原発は何故危険か

－元設計技師の証

言（岩波新書） 

写

し 

1990年1月2

2日 
田中三彦 

原発における加圧熱衝撃（ＰＴ

Ｓ）の危険性、アメリカのオー

クリッジ国立研究所が，１９８

１年１０月にアメリカ原子力

規制委員会に提出した「加圧熱

衝撃の評価」と題する報告書で

も，炉の寿命内の早期の段階

で，ＰＴＳによる容器の破壊が

予測されていること等 

140 欠番     

 


